
脆弱性調査支援サービス

セキュリティ調査の工数削減・時間短縮に・・・

CVE番号を入力するだけ
外部の信頼できる

情報

当社の調査ノウハウを

活用した生成AIを活用

IoT製品の出荷後も求められるセキュリティ対応・・・

日々みつかる脆弱性の対応に、次のような課題を抱えていませんか？

 突然、開発業務に割り込んで調査依頼されても工数が割けない

 セキュリティの専門家ではないため、調査や理解に時間がかかる

 開発当時の有識者が不在のため、すぐに判断できない

 そもそも本当に影響がある脆弱性はごくわずかのため、

影響がないと判断できる（顕在化しない）条件を先に知りたい

セキュリティ人財は簡単に確保できないからこそ、

脆弱性調査支援サービス

レポートを出力

調査工数削減

影響判断を支援

レポートの例

内容把握・技術理解

CVE番号で調査

調査CVE-2025-1677

生成AIが調査を代行し、脆弱性調査のノウハウを活用したレポートを作成



ツール提供にくわえ、専門エンジニアによる多様な支援が可能

脆弱性の影響判定に関するQ&Aや一次判定、脆弱性対策業務の立ち上げなどを支援。

開発現場が本来の業務に集中できる環境づくりをトータルでサポートします。

※本リーフレット中の会社名、商品名は各社の商標、または登録商標です。 ※本文中および図中では、TMマーク、®マークは表記しておりません。※本リーフレット一部は、生成AIに

より生成されたコンテンツを使用しています。 ※サービスの仕様は、改良のため、予告なく変更する場合があります。 ※本サービスを輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法ならびに米国の

輸出管理関連法規などの規制をご確認のうえ、必要な手続きをお取りください。なお、ご不明な場合は、当社担当営業にお問い合わせください。 ※本リーフレット中の情報は、作成時点のものです。

本リーフレット掲載商品・サービスの詳細情報

https://www.hitachi-solutions.co.jp/vulnerability_assess/

調査の自動化で脆弱性対応効率アップ

・・・

・・・

・・・

※上記レポートの例はイメージです。実際のサービスとは記載項目・内容などが異なる場合があります。

サービス利用の効果

レポート例

CVE理解
関連情報調査

（CVEで不足の技術情報など）
詳細調査 判断

結果

記録

脆弱性トリアージ

（SBOM

ツールなど）

脆弱性トリアージ

（SBOM

ツールなど）

CVE

理解

関連情報

調査
詳細調査

結果

記録
判断

サービス利用

Before

After

効果❷
顕在化しない

条件を明示することで、

判断のスピードをアップ

効果❹
レポートを活用

することで、

報告にかかる工数を削減

簡単にパッチ対応できないIoT機器向けに、

顕在化しない条件を明示して対応可否・

優先度判断を加速

より詳細な情報収集も、本レポートを

起点に実施可能

難しい用語はあらかじめ解説して

調査負担を削減

CVE記載で不足している情報について、GitHub

など関連サイトを自動で調査して説明を再構築。

定型フォーマットで視認性アップ。

元の説明文：

効果❶
CVE記載の情報を補足・

わかりやすく再構築すること

で、理解のスピードをアップ

効果❸
より影響がある

脆弱性だけに

集中して調査可能

効率化
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